
 

 

 

６月１６日（水）の道徳は，『山に来る資格がない』という教材をもとに学習しまし

た。宿泊行事で浮かれ，夜更かししてしまった 5 人の生徒は，翌朝やっとの思いで山

頂にたどり着くも，素晴らしい眺望も楽しめず，何度も転びながら下山します。疲れ切

って休んでいるとき，１班の班長から「山に来る資格がない」と言われてしまいます。  

トランプ遊びを始めた場面や，山に登る意味を考える場面を通して，集団行動の中で

節度と節制に心がける意味を考えることができたと思います。 

【生徒の学んだこと，印象に残ったこと，考えたこと，感想より】 
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＊この 5 人はちょっといけなかったと思います。夜更かしすると登山はすごく危

険だし先生の言うことを聞いていなかったのもだめだと思いました。ちゃんと

考えて行動することが大切だと思いました。 

＊頑張ると無謀は似ているけど正反対だと思った。 

＊周りに応援されるのはがんばりで，周りに反対されたり認められなかったりす 

 る行動は無謀だと考えました。 

＊ルールの中でがんばることが大切であってルールを破ってまで自分のしたい 

ことをすることは無謀だということがわかった。 

＊後先のことを考えてしなければ後々後悔することになる。だから，今何をしな 

ければならないのかを考えることが大事。 

＊「無謀」と「頑張った」は全然違う。無謀は自分のせいで自分の首を締めるこ

とになる。頑張りには準備を万全にするということも含まれる。 

＊この話では頑張ると無謀の違いが分かりました。頑張るは自分で先に決めたこ 

とを最後までやりきるという意味で，無謀は自分で後先考えずに行動するとい 

う意味です。 


